
平成２９年度 第２学期 始業式式辞 

平成２９年９月１日（金） 

皆さんおはようございます。こうして皆さんの元気な姿を見ることができ、本当に嬉しく思います。 

終業式でもお話しましたが、夏休みの機会を利用して、「これが好きでたまらない」「やってみたい」

ということに取り組んだり、また、自分の周りの出来事などを見て、「かっこいいな」「こんな人にあこ

がれる」「いいなあ」と感動したり、心を揺さぶられること、そのような事に出合えたでしょうか。 

学習や部活動、いろいろな活動に一生懸命取り組めましたか。 

皆さんには高校生の間に、色々な事を経験して、自分の生き方について考える時の「考える素」を少

しでも増やして欲しいと思っています。 

学校が始まって忙しくなりますが、さらに引き続き読書活動等によって、自分の今いる生活とは違っ

た世界の中に入って、それも一つの経験ですから、自分の成長のための肥料を自分で与えてください。 

今年の夏休みは、昨年度と同様 2 年生のインターンシップや学校説明会のボランティアスタッフなど

の活動に加えて、東北ボランティアへの参加がありました。今年初めてということで、生徒会の生徒中

心に少人数でしたが、来年以降もっともっと多くの生徒に活動に参加してほしいと思っています。 

それから今年は、本校のオーストラリアの姉妹校スミスヒルハイスクールへの語学研修がありました。

16 名の生徒が参加しました。参加した生徒達はホストファミリー、ホストスチューデントとの温かい交

流や実際に現地の高校へ通うことで、ほんとに多くの学びがあったと思います。 

姉妹校ということで、12 月にはスミスヒルの高校生が日本に来ることになっています。そのうちの数

日間を県宝で過ごしてもらうように今計画中です。ホストファミリーの募集もします。具体的な内容は

担当の先生からお話があると思いますが、姉妹校交流ですので、学校として受け入れることになります。

この夏休みに参加した生徒だけでなく、皆さん全員が何らかの形でスミスヒルの生徒達との交流をして

欲しいと私は思っています。 

あちらの学校には日本語のクラスがあります。日本語を一生懸命勉強もしています。日本の文化にも

とても興味をもっています。英語だけでなく、日本語でももちろん交流する事が彼らにとって、とても

いいことですし、オーストラリアで学んだ日本の事を実際に日本に来て、自分の目で見て、耳で聞いて

体験する事が彼らにとっては非常に楽しみな事です。部活動、一緒に授業に参加するなど日本の学校生

活を体験させてあげたいと思っています。ぜひ皆さん、積極的に彼らと交流をしてください。 

3 年生の諸君は、高校最後の夏休みを進路に向けてしっかり取り組んだことと思います。本格的に進

路実現に向かっての大切な時期です。きちんと自分で情報を得て、安易に妥協せず、しっかり考え続け、

最後までふんばって進路先を固めていってください。「あせらず、休まず、あきらめず」です。 

以上で 2学期始業式の式辞とします。 


